
職種：サイト運営（ウェブマスター）　　職務：アクセス状況等管理

【概要】

　アクセス状況等を把握し、ユーザー情報の取得をした上でマーケティングに関する情報の把握・整理を行う。

【仕事の内容】

コンテンツごとのアクセス履歴、登録者数、ユーザー情報などの基本的なデータを取得し整理する仕事で、コンテンツ企画やキャンペーンの注目度やサイト自体の浸透度などを把握することが可能となる。 

こうした、ユーザーのニーズを探究しデータとして整理したうえで関連部門に報告することで、サービスのリニューアルや品質改善につながる。また、サイトの課題が明確になり、マーケティングへの活用にも効果的である。
【求められる経験・能力】

（1） アクセス状況等管理業務は、上司の指示やガイドラインなど一定のルールに従いながら実施するケースが多く、新人などが担当するケースが多い。

（2） サイト運営は、定型的業務を持続的に行うことのできる誠実さが求められる。

（3） パソコンやインターネットなどに関心があり、日頃から利活用している人が好ましい。
【関連する資格・検定等】

· ウェブデザイン技能検定１級・２級・３級〔厚生労働省 職業能力開発促進法（国家検定）〕［指定試験機関：特定非営利活動法人 インターネットスキル認定普及協会］
· 情報セキュリティスペシャリスト試験［独立行政法人 情報処理推進機構］

· ＩＴサービスマネージャ試験［独立行政法人 情報処理推進機構］

· コンピュータサービス技能評価試験［中央職業能力開発協会］
· ＩＴＩＬ－Ｆ
· ウェブ解析士認定講座〔一般社団法人 ウェブ解析士協会〕

· Google アナリティクス個人認定資格〔Google Inc.〕
【労働省職業分類（小分類）との対応】

１０２ システム設計技術者

１０４ ソフトウェア開発技術者

１０５ システム運用管理者
【参考：ＩＴスキル標準［独立行政法人 情報処理推進機構〕のキャリアフレームワークとの対応】
・マーケティング、カスタマサービス、ＩＴサービスマネジメントに相当する。


